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公益財団法人宇宙科学振興会

2019年度 財務諸表等



（単位:円）

科        目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

          現金預金 4,697,384 7,657,295 △ 2,959,911

        流動資産合計 4,697,384 7,657,295 △ 2,959,911

  ２．固定資産

    　基本財産

　　　　　投資有価証券 407,241,751 441,114,180 △ 33,872,429

          定期預金 3,000,000 3,000,000 0

          普通預金 37,723,697 4,408,697 33,315,000

        基本財産合計 447,965,448 448,522,877 △ 557,429

        固定資産合計 447,965,448 448,522,877 △ 557,429

        資産合計 452,662,832 456,180,172 △ 3,517,340

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

          未払金 0 25,823 △ 25,823

          預り金 39,735 69,550 △ 29,815

        流動負債合計 39,735 95,373 △ 55,638

        負債合計 39,735 95,373 △ 55,638

Ⅲ　正味財産の部

  １．指定正味財産

          受取寄付金 432,917,250 432,917,250 0

        指定正味財産合計 432,917,250 432,917,250 0

        （うち基本財産への充当額） (432,917,250) (432,917,250) (0)

  ２．一般正味財産 19,705,847 23,167,549 △ 3,461,702

        （うち基本財産への充当額） (15,048,198) (15,605,627) (△ 557,429)

        正味財産合計 452,623,097 456,084,799 △ 3,461,702

        負債及び正味財産合計 452,662,832 456,180,172 △ 3,517,340

貸借対照表
2020年 3月31日現在



（単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益

基本財産運用益 5,536,305 6,286,867 △ 750,562
基本財産受取利息 5,536,305 6,286,867 △ 750,562
受取会費 2,500,000 2,500,000 0
賛助会員受取会費 2,500,000 2,500,000 0
雑収益 67 76 △ 9
受取利息 67 76 △ 9

        経常収益計 8,036,372 8,786,943 △ 750,571
    (2) 経常費用

事業費 7,986,995 8,987,592 △ 1,000,597
支払助成金 3,640,000 3,840,000 △ 200,000
給料手当 2,105,277 1,950,752 154,525
会議費 325,884 973,908 △ 648,024
福利厚生費 229,758 228,887 871
旅費交通費 349,225 496,503 △ 147,278
通信運搬費 127,004 136,329 △ 9,325
消耗品費 285,435 290,643 △ 5,208
広告宣伝費 170,040 168,480 1,560
事務所等賃借費 276,210 200,991 75,219
諸謝金 154,322 154,602 △ 280
支払手数料 69,108 303,707 △ 234,599
雑費 254,732 242,790 11,942
管理費 2,953,650 2,989,134 △ 35,484
支払助成金 809,801 725,077 84,724
給料手当 1,133,598 1,050,398 83,200
福利厚生費 123,690 123,224 466
会議費 60,490 147,124 △ 86,634
旅費交通費 189,408 220,264 △ 30,856
通信運搬費 68,361 73,388 △ 5,027
消耗品費 153,674 156,479 △ 2,805
広告宣伝費 91,560 90,720 840
事務所等賃借費 148,707 108,219 40,488
支払手数料 37,212 163,528 △ 126,316
雑費 137,149 130,713 6,436
経常費用計 10,940,645 11,976,726 △ 1,036,081
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,904,273 △ 3,189,783 285,510
基本財産評価損益等 △ 557,429 △ 269,862 △ 287,567
評価損益等計 △ 557,429 △ 269,862 △ 287,567
当期経常増減額 △ 3,461,702 △ 3,459,645 △ 2,057

  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
    (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          当期一般正味財産増減額 △ 3,461,702 △ 3,459,645 △ 2,057
          一般正味財産期首残高 23,167,549 26,627,194 △ 3,459,645
          一般正味財産期末残高 19,705,847 23,167,549 △ 3,461,702
Ⅱ　指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 432,917,250 432,917,250 0
          指定正味財産期末残高 432,917,250 432,917,250 0
Ⅲ　正味財産期末残高 452,623,097 456,084,799 △ 3,461,702

正味財産増減計算書
2019年 4月 1日から2020年 3月31日まで



（単位：円）

公益目的事業会計 法人会計 合   計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益

基本財産運用益 994,914 4,541,391 5,536,305
基本財産受取利息 994,914 4,541,391 5,536,305
受取会費 2,250,000 250,000 2,500,000
賛助会員受取会費 2,250,000 250,000 2,500,000
雑収益 0 67 67
受取利息 0 67 67

        経常収益計 3,244,914 4,791,458 8,036,372
    (2) 経常費用

事業費 7,986,995 0 7,986,995
支払助成金 3,640,000 0 3,640,000
給料手当 2,105,277 0 2,105,277
会議費 325,884 0 325,884
福利厚生費 229,758 0 229,758
旅費交通費 349,225 0 349,225
通信運搬費 127,004 0 127,004
消耗品費 285,435 0 285,435
広告宣伝費 170,040 0 170,040
事務所等賃借費 276,210 0 276,210
諸謝金 154,322 0 154,322
支払手数料 69,108 0 69,108
雑費 254,732 0 254,732
管理費 0 2,953,650 2,953,650
支払助成金 0 809,801 809,801
給料手当 0 1,133,598 1,133,598
福利厚生費 0 123,690 123,690
会議費 0 60,490 60,490
旅費交通費 0 189,408 189,408
通信運搬費 0 68,361 68,361
消耗品費 0 153,674 153,674
広告宣伝費 0 91,560 91,560
事務所等賃借費 0 148,707 148,707
支払手数料 0 37,212 37,212
雑費 0 137,149 137,149
経常費用計 7,986,995 2,953,650 10,940,645
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 4,742,081 1,837,808 △ 2,904,273
基本財産評価損益等 0 △ 557,429 △ 557,429
評価損益等計 0 △ 557,429 △ 557,429
当期経常増減額 △ 4,742,081 1,280,379 △ 3,461,702

  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
    (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          当期一般正味財産増減額 △ 4,742,081 1,280,379 △ 3,461,702
          一般正味財産期首残高 23,167,549
          一般正味財産期末残高 19,705,847
Ⅱ　指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 432,917,250
          指定正味財産期末残高 432,917,250
Ⅲ　正味財産期末残高 452,623,097

正味財産増減計算書内訳表
2019年 4月 1日から2020年 3月31日まで

貸借対照表を会計区分していないため、一般正味財産期首残高、一般正味財産期末残高および
指定正味財産期首残高、指定正味財産期末残高並びに正味財産期末残高は合計欄に記載しております。



　　　（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投 資 有 価 証 券 441,114,180 0 33,872,429 407,241,751

定 期 預 金 3,000,000 0 0 3,000,000

普 通 預 金 4,408,697 33,315,493 493 37,723,697

小　　計 448,522,877 33,315,493 33,872,922 447,965,448

特定資産 0 0 0 0

合　　計 448,522,877 33,315,493 33,872,922 447,965,448

　　　（単位：円）

科　　目 当期末残高
(うち指定正味財産

からの充当額）
(うち一般正味財産

からの充当額）
(うち負債に対
応する額）

基本財産

投 資 有 価 証 券 407,241,751 (400,000,000) (7,241,751) (0)

定 期 預 金 3,000,000 (3,000,000) (0) (0)

普 通 預 金 37,723,697 (29,917,250) (7,806,447) (0)

小　　計 447,965,448 (432,917,250) (15,048,198) (0)

特定資産 0 (0) (0) (0)

合　　計 447,965,448 (432,917,250) (15,048,198) (0)

　　　（単位：円）

帳簿価格 時価 評価損益

100,000,000 100,210,000 210,000

100,000,000 100,760,000 760,000

100,000,000 102,050,000 2,050,000

2,000,000 1,995,166 △ 4,834

1,998,600 2,017,876 19,276

100,000,000 101,333,000 1,333,000

403,998,600 408,366,042 4,367,442

(b)　その他有価証券

　　　　　　　時価のあるもの

　　　　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法）を採用している。

　　　　　　　時価のないもの

財務諸表に対する注記
１．重要な会計方針
　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

(a)　満期保有目的の債券

　購入時の取得価額によっている。なお、取得価額と債券金額との差額について重要性が乏しいた
め償却原価法を適用していない。

合　　計

４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益
　　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は、次のとおりである。

科　　目

ﾉ ﾑ ﾗ ﾖ ｰ ﾛ ｯ ﾊ ﾟ ﾌ ｧ ｲ ﾅ ﾝ ｽ ＃ 47451

ﾉ ﾑ ﾗ ﾖ ｰ ﾛ ｯ ﾊ ﾟ ﾌ ｧ ｲ ﾅ ﾝ ｽ ＃ 47785

ゴ ー ル ド マ ン サ ッ ク ス グ ル ー プ イ ン ク

明 治 安 田 生 命 2016 特 定 目 的 会 社 社 債

三 菱 UFJ 証 券 ク レ ジ ッ ト リ ン ク 債

平成22年度第１回相模原債市公募公債

　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　　　　　　　　移動平均法による原価法を採用している。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高



５．金融商品の状況に関する事項

　　　（ａ）資金運用規定に基づく取引

　　　（ｂ）信用リスクの管理

　　　（ｃ）市場リスクの管理

なお、金融商品の運用状況については、必要に応じて理事会に報告している。

投資信託については、関連する市場や為替の動向を確認している。

金融商品の取引は、当法人の資金運用規定に基づき行う。

債券については、発行体の状況を定期的に確認している。

　（１）金融商品に関する取組方針

　（2）金融商品の内容及びそのリスク

　（３）金融商品に係るリスク管理体制

当法人は、公益目的事業の財源の相当部分を運用益によって賄うため、債券、投資信託により資
産運用する。

投資有価証券は、債券、投資信託であり、発行体の信用リスク、市場価格、為替の変動リスクにさ
らされている。



１．基本財産及び特定資産の明細
　基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記２．基本財産及び特
定資産の増減額及びその残高に記載している。

２．引当金の明細
該当事項なし。

附属明細書



公益財団法人宇宙科学振興会 (単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

  (流動資産)

  現金 手元保管 運転資金として 31,458

  普通預金 横浜銀行渕野辺支店 運転資金として 4,665,926

   流動資産合計 4,697,384

  (固定資産)

    基本財産 [447,965,448]

  投資有価証券 [407,241,751]

(指定） (400,000,000)

三菱UFJ証券ｸﾚｼﾞｯﾄﾘﾝｸ債
共有財産であり、うち70%は公益目的財産として公益目的事業の用
に供し、30%は管理運営の用に供している。 99,873,750

三菱UFJ証券ｸﾚｼﾞｯﾄﾘﾝｸ債 運用益を法人管理業務の財源として使用している。 126,250

ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝｻｯｸｽｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝｸ 〃 100,000,000

    ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ#47451 〃 100,000,000

ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ#47785 〃 100,000,000

  (一般） (7,241,751)

ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞｵｾｱﾆｱﾎﾞﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ 運用益を法人管理業務の財源として使用している。 3,243,151

    平成22年度第１回相模原市公募公債 〃 1,998,600

    明治安田生命2016特定目的社債 〃 2,000,000

定期預金 [3,000,000]

(指定）横浜銀行渕野辺支店定期預金 運用益を法人管理業務の財源として使用している。 3,000,000

普通預金 [37,723,697]

(指定）横浜銀行渕野辺支店普通預金
共有財産であり、うち70%は公益目的財産として公益目的事業の用
に供し、30%は管理運営の用に供している。 29,846,250

(指定）横浜銀行渕野辺支店普通預金 運用益を法人管理業務の財源として使用している。 71,000

（一般）横浜銀行渕野辺支店普通預金 運用益を法人管理業務の財源として使用している。 4,306,447

（一般）横浜銀行渕野辺支店普通預金 運用益を公益目的事業の財源として使用している。 3,500,000

    その他固定資産 [0]

   固定資産合計 447,965,448

452,662,832

  (流動負債)

預り金 役職員他 源泉所得税、住民税他 39,735

   流動負債合計 39,735

     負債合計 39,735

     正味財産 452,623,097

2020年 3月31日現在

貸借対照表科目

     資産合計

財産目録



2020年5月13日

公益財団法人宇宙科学振興会

代表理事　松尾　弘毅殿

公益財団法人宇宙科学振興会

監事　 野  村   　隆

監事　　小川原　嘉明

1　監査の方法及びその内容

以上

　　　一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示している
　　　　　ものと認めます。

　　　二　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は

　　　　　認められません。

　(2)　計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

　計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべての

重要な点において適正に示しているものと認めます。

監査報告書

　私たち監事は、2019年4月1日から2020年3月31日までの事業年度の理事の職務の執行を監査い

たしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

　各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めると

ともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況について

報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査

いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告について検討いたしました。

　さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類（貸借対

照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検討いたしまし

た。

2　監査意見

　(1)　事業報告等の監査結果


